
第Ⅰ章　森林の整備・保全

74－令和６年度森林及び林業の動向 

森林由来Ｊ-クレジットの創出から販売まで一気通貫で
サポートするプラットフォームを提供

全国森林組合連合会及び農林中央金庫は、株式会社日本オフセットデザイン創研(兵庫県
神戸市)の協力の下、令和５(2023)年に開設した森林由来Ｊ-クレジット創出をサポートする
プラットフォーム(ウェブシステム)であるFC BASE-C注１に続いて、令和６(2024)年３月に
は、同クレジットの販売をサポートするプラットフォーム、FC BASE-M注２を新たに立ち上
げた。これにより、森林由来Ｊ-クレジットの創出から販売まで一気通貫でサポートするこ
とが可能になった。 

FC BASE-Cは、森林組合のための公式サポートウェブサイトとして、全国の森林組合向
けに森林由来Ｊ-クレジットのプロジェクト登録からモニタリング報告、クレジットの創出
までをサポートしている。 

これに加えて、FC BASE-Mは、全国の森林組合、地方公共団体、企業等が創出した森林
由来Ｊ-クレジットの販売・購入をサポートするほか、森林組合と共同でプロジェクトを行
うパートナー企業の募集もサポートする。また、同ウェブサイトでは、都道府県別にプロ
ジェクトを検索できるページが設けられており、各プロジェクトの実施者、森林の現況写
真、クレジット販売収入の活用方法等の詳細な情報を誰でも自由に閲覧できるようにする
など、森林由来Ｊ-クレジットに特化したプラットフォームとして広く情報を公開している。 

FC BASE-Mの第一号案件として、大阪府森林組合(大阪府高
たか

槻
つき

市)及び一般社団法人大和
森林管理協会(奈良県王

おう
寺
じ

町
ちょう

)が創出した森林由来Ｊ-クレジットが、西日本旅客鉄道株式会
社(大阪府大阪市)が展開する「e5489コーポレートサービス カーボンオフセットプログラ
ム」と連携させる形で販売された。

本取組を通じて、林業現場により近い目線でサポートが提供されることで、全国の森林由
来Ｊ-クレジットの認証件数と取引量の拡大や森林・林業への安定的な民間資金の流入によ
る持続的な森林管理の促進等につながることが期待される。 

注１：Forest Credit Base Createの略。 
２：Forest Credit Base Marketの略。 

事例Ⅰ－７ 

Ｊ-クレジットの創出から販売までサポートする２つのプラットフォーム 

Cで創出してMで販売
＜FC BASE-Cの二次元コード＞ ＜FC BASE-Mの二次元コード＞

J-クレジット制度活用を支援する
全国の森林組合の

２つのプラットフォーム（Webシステム）

FC BASE-C（Forest Credit Base Create）
森林由来クレジット創出サポート
2023年3月31日から
※森林組合系統が主導して創出する際のサポート

FC BASE-M（Forest Credit Base Market）
森林由来クレジット販売サポート
2024年３月21日から
※森林組合系統外も活用可能
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